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児童の気付きをつなげる表現活動を目指して 

－ 活動や体験の繰り返しを大切にして － 

 

島 田 真 人１ 

生活科の学習活動が連続し発展していくためには、児童に活動や体験を十分に振り返らせ、児童が気付きを自覚

できるような表現活動をさせることが大切である。そのためには、活動や体験の繰り返しや振り返りの機会を意図

的、計画的に設け、気付きを質的に高めることが重要であると考え、研究に取り組んだ。その結果、気付きを質的

に高めるためには、児童の多様な気付きを引き出す計画・指導・評価の工夫が必要であることが分かった。 
                                     

(2)生活科の現状と課題                    はじめに 

平成20年１月に中央教育審議会から出された「幼稚          

園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善について（答申）」（以下、「答申」

という。）には、生活科の課題として、以下の点が指摘

された。 

「児童の思いや願いをはぐくみ、意欲や主体性を高

める学習過程にする」という考えは、生活科新設当初

から授業づくりの基盤にある。生活科としては２回目

の学習指導要領の改訂を経るが、これまでの実践につ

いては、児童に意欲的に学習しようという態度は育っ

てきているものの、学習活動が体験だけで終わってい

るという課題は、１回目の改訂から依然残っている。

自分の実践を振り返ると、児童に表現させたことが次

の学習活動にどうつながるのかということへの見通し

が不十分であったように考える。そこで、児童の気付

きを次の活動や体験につなげる必要があると考え、児

童の気付きをつなげる表現活動の研究に取り組んだ。 

・指定校の調査などによると、学習活動が体験だけで

終わっていることや、活動や体験を通して得られた

気付きを質的に高める指導が十分に行われていない

こと 

・表現の出来映えのみを目指す学習活動が行われる傾

向があり、表現によって活動や体験を振り返り考え

るといった、思考と表現の一体化という低学年の特

質を生かした指導が行われていないこと 

これらの指摘を受けて、同年に学習指導要領が改訂

された。その中で、気付きを質的に高めるために、学

習活動において一人ひとりの児童に気付かせたいこと

が、学年の目標の中に明確に示された。また、具体的

な学習活動や学習対象がすべての内容の中に示される

とともに、学習対象とかかわったり学習活動を行った

りして、関心を持つこと、気付くこと、分かること、

考えることなどが明確に示された。生活科における表

現については、思いや願いを自己表出することと、表

現によって思考を深めることの両面があることが明確

に示され、「考える」ことが強調された。 

 

                 研究の内容 

 

１ 研究の背景 

(1)生活科が目指すもの 

生活科は、具体的な活動や体験を通して、自立への

基礎を養うことを目標とした教科である。具体的な活

動や体験とは、新学習指導要領解説生活編に「例えば，

見る，聞く，触れる，作る，探す，育てる，遊ぶなど

して直接働きかける学習活動であり，また，そうした

活動の楽しさやそこで気付いたことなどを言葉，絵，

動作，劇化などの方法によって表現する学習活動であ

る」と示されている。また、低学年の児童には、生き

生きと楽しく活動する中で、様々な気付きをし、それ

らについて言葉や絵などの方法を使って表現すること

によって、気付きを自覚するという発達の特質がある

といわれている。 

これまでの自分の実践では、多様な気付きを生み出

すために、児童が楽しく活動できる工夫をしてきた。

そうした中で児童が気付いたことや感じたことを表現

させてきた。しかし、ねらいに迫るための表現活動と

活動や体験の振り返りを、次の学習活動にいかす点に

ついては意識が高いとはいえなかった。そのため、児

童一人ひとりの活動が連続せず、発展しにくい状況が

生まれていたと考えられる。 

生活科は、そうした活動や体験を繰り返すことで、

児童にそれらを自分とのかかわりとしてとらえさせ、

豊かな生活者としての資質や能力及び態度を育成する

ことを目指しているのである。 

生活科は、気付きを大切にした教科である。児童が

楽しく活動する中で多様な気付きを生み出すことがで

きるようにするとともに、そこでの気付きを自覚させ

て、次の学習活動につなげていくような授業づくりが

大切になると考えた。 

 

 

 

1 相模原市立根小屋小学校 

研究分野（生活） 
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３ 研究の仮説 ２ 研究テーマの設定 

以上のような考えから、研究テーマに迫るために、

次のような研究仮説を立てた。 

以上の点を踏まえて、本研究では、研究テーマを「児

童の気付きをつなげる表現活動を目指して」と設定し

た。児童の気付きをつなげる表現活動を充実させるた

めには、児童に対象と繰り返しかかわらせ、対象との

かかわりを深めさせることで、気付きを質的に高める

ことが重要であると考えた。そこでサブテーマを「活

動や体験の繰り返しを大切にして」と設定し、研究に

取り組んだ。 

 

 

 

 

つくってあそぼう～かぜでうごくおもちゃ～

１ 風で動くおもちゃで遊ぼう

２・３ 風で動くおもちゃをつくろう

４ おもちゃの作り方を工夫しよう

５ おもちゃの遊び方を工夫しよう

６ おもちゃまつりであそぼう

※６時間扱い

(1)「児童の気付きをつなげる表現活動」とは 

児童の気付きをつなげる表現活動とは、教師が児童

に活動や体験を十分に振り返らせ、児童が気付きを自

覚できるような表現活動をさせることである。そして

その気付きを基に、児童一人ひとりに次の活動や体験

への意欲を持たせることである。 

児童の気付きをつなげる表現活動を実現するには、

ただ振り返り表現させればよいというわけではない。

本研究では、児童が自分のめあてに対して活動や体験

を振り返ることができるようにする。めあてに対して

振り返らせるとは、児童に自分自身の活動や体験を自

己評価させることである。そして、自己評価させるこ

とで「次はこうしたい」「もっとやりたい」というよう

に次の活動や体験への意欲を持たせることである。 

めあてに対しての振り返りは、学習カードを活用す

る。なぜなら、活動や体験したことを通して気付いた

ことを言葉や絵で表現させることが、気付きを自覚す

ることにつながるからである。さらには、自覚した気

付きを基に考え、次の活動や体験へのイメージを膨ら

ませていくことも期待できるからである。    

(2)「活動や体験の繰り返しを大切にする」とは 

活動や体験の繰り返しを大切にするということは、

直接働きかける学習活動と表現活動との連続性を大切

にした学習展開をすることである。 

活動や体験の繰り返しを生み出すために、様々な工

夫が考えられるが、本研究では、教師が意図的、計画

的に対象とのかかわりを繰り返す活動を設定する。そ

れは、対象とのかかわりを繰り返すことによって、対

象とのかかわりが深まり、対象への思いや願いが高

まったり、児童の気付きが質的に高まったりすること

が期待できるからである。さらには、それらの高まり

の中で熱中し没頭したこと、発見や成功したときの喜

びなどが、言葉や絵で表現したくなる気持ちにつなが

るからである。  

児童が対象と繰り返しかかわり、気付きを質的に高

めていくには、やはり教師の適切な働きかけが大切に

なってくる。児童が対象とかかわることで多様な気付

きを生み出せるようにしたり、生み出した気付きを自

覚できるように働きかけたりすることで児童の表現活

動は充実し、表現したことが次の活動や体験につなが

る。  

そして、研究仮説を具体化するために、次のような

小仮説を設定した。 

多様な気付きを引き出すために、対象へのかかわ

りを繰り返させ、めあてに対しての振り返りをさせ

れば、気付きを質的に高めることができ、児童の気

付きをつなげる表現活動が展開できるであろう。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小仮説(a) 

教材との出会わせ方を工夫した単元計画を立てれ

ば、気付きを質的に高めることができるであろう。

小仮説(b) 

児童が活動を十分に振り返り、気付きを自覚でき

るような指導をすれば、気付きを質的に高めること

ができるであろう。 

小仮説(c) 

児童の発言やしぐさを丁寧に見取り、学習環境に

いかせば、気付きを質的に高めることができるであ

ろう。  

仮説(a)～(c)が充実することにより、児童の気付き

をつなげる表現活動ができるであろう。 

 

４ 仮説の検証 

生活科の内容(6) 

「自然や物を使った 

遊び」を扱う第２学 

年の「つくってあそ 

ぼう～かぜでうごく 

おもちゃ～」という 

単元を開発し、仮説 第１図 単元の指導計画

の検証を行った。 

単元のねらいは「身近にある物を使い、風で動くお

もちゃを工夫して作り、その面白さや自然の不思議さ

に気付き、みんなで遊びを楽しむことができるように

する」とした。 

(1)単元について 

おもちゃには、児童の学習活動への意欲と主体性を

高める可能性がある。また、児童の思いや願いがおも

ちゃの形や動きなどに表現されるというよさがある。 

本研究では、風を利用して動くおもちゃを教材とし

て考えた。そして風を扱うことのよさとして、次の３

点を考えた。１点目は、風が児童にとって身近な自然

現象であり、日常的に繰り返し風にかかわることがで

きるよさである。２点目は、視覚的にとらえられない

風でものが浮いたり動いたりする現象が、児童に驚き

や不思議さを与えてくれるよさである。３点目は、低

学年の児童でも、口から息を吹き出すことやうちわで

あおぐことで容易に起こすことができるよさである。 

そうした風を利用して動くおもちゃには、自然の面
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第３図 ウィンドカー

第５図 ふきごま 第６図 風輪 

第２図 風で動くおもちゃ

○ウィンドカー 

・速く進むところ 

・レースみたいになったところ 

・息を当てる場所によって動きが変わるところ 

○ずぼんぼ 

・高くとんだところ 

・風に揺られて走ったように見えたところ 

○ふきごま 

・速く回るところ 

・自分の力で回せたところ 

○風輪 

・まっすぐ速く転がったところ。 

・隙間にゆっくり風を送るとよく転がるところ 

第４図 ずぼんぼ 

白さや不思議さに関心を持ち、「もっと浮くようにした

い」「速く動くようにしたい」という思いや願いを持っ

て繰り返しおもちゃで遊んだり、おもちゃを多様に工

夫したりする児童の姿が生まれることが期待できる。

また、そうした中で気付きを生み出せたことは、児童

の喜びとなり、気付いたことを表現したいという気持

ちが膨らんでいくことにもなるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 このように風で動くおもちゃは、児童の気付きをつ

なげる表現活動を目指すという研究テーマに迫る点に

おいて、有効な教材であると考えた。 

 

 

 さらに「答申」では、改善の具体的な事項の中で、

「中学年以降の理科の学習を視野に入れて、児童が自

然の不思議さや面白さを実感するよう、遊びを工夫し

たり遊びに使うものを工夫して作ったりする学習活動

を充実する」と示されている。 

 

 

児童は、四つのおもちゃで夢中に遊んでいた。ウィ

ンドカー（第３図）では、速く走らせるために、強く

息を吹いたり、息の当て方を工夫したりしている児童

の姿が見られた。また、自然に競争が始まり、リレー

形式で遊んでいる児童もいた。ずぼんぼ（第４図）で

は、うちわで風を送り、ずぼんぼを高く浮かせること

に夢中になっていた。高く浮かせるために、うちわの

あおぎ方を工夫している児童もいた。ふきごま（第５

図）では、日頃よく使っている紙類が簡単に回転する

ことに興味を持ったようで、繰り返しふきごまに息を

当てている児童の姿が見られた。風輪（第６図）では、

うちわで風を送って転がらせていたが、思い通りに動

かすことができない児童が多くいた。最初は、ただ転

がらせて遊んでいるだけであったが、自然に思い通り

に転がらせるために、あおぎ方を工夫する姿が見られ

た。 

以上の点からも、風で動くおもちゃを教材とした単

元を開発することは意義があると考え、本単元を設定

した。 

(2)小仮説(a)の検証 

ア ねらいを意識した教材研究 

単元計画の作成 

にあたり、第２図 

に示したような風 

で動くおもちゃを 

作った。このおも 

ちゃを作るときに 

は、これまでの生 

活科で重視されて 

きた自然とのかか 

活動が終わって、児童に興味や関心を持ったことを

聞いたところ、次のように表現した。 

わりを大切にした 

いと考えていた。 

そのため、自然物を利用し工夫して作ることができ、

遊びを楽しむことができるものにすることを意図して

作った。しかし、完成したおもちゃで実際に遊んでみ

ると、息を当てたりうちわであおいだりしても、おも

ちゃが思うように動かなかった。また、児童の学習活

動の中心が材料収集に偏ってしまうと予想できた。本

単元では、作ったおもちゃで遊んだり、おもちゃを工

夫したりすることをねらっているため、本単元で扱う

教材としてはふさわしくないものであることが分かっ

た。 

このように児童の実態やねらいを意識した教材研究

をしてきた結果、第３図から第６図に示したおもちゃ

を使うことにした。おもちゃを４種類にしたのは、児

童の多様な興味や関心を引き出すためであった。そし

て、おもちゃの動きの面白さや不思議さに関心を持ち

「自分でも作って遊びたい」とか「自分なりに工夫し

たい」という気持ちを、児童に強く持たせたることを

意図して、単元の導入で、児童がこれらのおもちゃで

遊ぶ活動を設定した。 

このように児童の遊んでいる様子や表現活動から、

四つのおもちゃに十分興味を持ったことが分かった。

そして、その興味や関心が、「自分のおもちゃを作り

たい」とか「おもちゃを作って遊びたい」という思い

や願いを児童に持たせ、次時の学習活動につながって

いった。 
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(3)小仮説(b)の検証 イ 児童の多様な気付きを引き出す教材の工夫 

児童が活動を十分に振り返り、気付きを自覚できる

ようにするために、直接働きかける学習活動において

表現したいという思いを引き出すことを意識して指導

をした。具体的には「できた」という児童の発言に対

して「どうやったのですか」と問いかけ、児童の活動

を児童自身の言葉で表現させることを心掛けた。また

児童が気付いたことを書きたいと思った時に、すぐに

対応できるように、付せん紙を使った働きかけも心掛

けた。 

指導計画２・３時間 

目に児童Ａは第７図に 

示したウィンドカーを 

作った。 

児童Ａは初め、動物 

のような特徴付けや車 

輪の工夫をしていた。 

車輪がよく回るように 第７図 ２・３時間目

なり、思い通りに走る 

以下は、指導計画２・３時間目の風で動くおもちゃ

を作る場面の授業記録である。 

ようになって、後部に４枚の紙を取り付けた。教師が

工夫の理由を尋ねると「風が集まるようにすると速く

進むから」と答えた。指導計画４時間目も、児童Ａは、

その考えにこだわって 

（Ｔ：教師、Ｃ：児童Ｂ） 

Ｃ ふきごまが回るようになったよ。 

Ｔ 本当。やって見せて。 いた。そして、繰り返 

Ｃ （ふきごまを回す） しおもちゃで遊び、作 

Ｔ 本当だね。さっきは回らなかったのにね。どうした り直すことで、息を当 

ら回るようになったの。 てた時の紙の動きを見 

Ｃ うーん。空気を近くで吹くと、よく回る。 て、風がもれるという 

Ｔ 大発見だね。みんなに教えてあげてほしいな。 ことに気付き、第８図 

Ｃ 忘れちゃうよ。 に示したように貼り付 

ける紙を増やしていっ 

た。その時の学習カードには「風をもっとあつめるよ

うに紙をついかした」と表現していた。繰り返しおも

ちゃで遊び、作り直すことにより、作り方の工夫への

気付きを質的に高めることができたといえる。 

さらに、児童Ａは次時のめあてとして「もっともっ

とはやいのをつくりたい」と表現していた。そして、

指導計画５時間目では、速さを利用して坂道を登らせ

るという遊び場作りに、活動を発展させていった。 

このような児童の姿は、教師が用意した教材の工夫

によって生まれたと考える。工夫の一つは、児童が短

時間で作ることができる基本形を与え、遊ぶために工

夫していく時間を十分に確保できるようにしたことで

ある。基本形を与えたことで、児童は「もっとかっこ

よくしたい」とか「もっと速く走らせたい」という思

いや願いを持ち、おもちゃを工夫することにこだわっ

ていけたと考える。工夫のもう一つは、動物のような

特徴付けに風を集める工夫を位置付けたことである。

この工夫によって、例えば「基本形を、チーターカー

にしよう」という具体的な思いや願いを持ちやすくな

り、児童は思いや願いを形に表していくことに熱中で

きたといえる。そうした中で、速く走らせるための工

夫に気付き、その気付きを基に、多様な気付きを生み

出せたと考える。 

めあてを明確にして、主体的に自分のおもちゃとか

かわる中で、児童は自分のおもちゃだけでなく、教師

や友達のものも注意深く見つめる力を身に付けていっ

た。そのことがめあてを意識し振り返ることを可能に

し、次時の学習活動につながる表現活動になった。 

Ｔ そうか。さっき○○さんは、忘れないようにメモを 

していたよ。どうする。 

 Ｃ うーん。（実際にこまを回したり、見つめたりする） 

する。 

Ｔ （付せん紙と鉛筆を渡そうとする） 

Ｃ 書けない。 

Ｔ そうか。だったら先生が書いてあげよう。もう一度

どうやったか教えてくれる。 

  Ｃ 空気を近くで吹くと、よく回る。 

第８図 ４時間目 

息の当て方への気付きがおぼろげであった児童Ｂに

対して、児童自身の言葉で表現させ、気付きを自覚さ

せる教師の働きかけがあったことで、児童Ｂは気付き

を記録することへの意欲を持った。そして、気付きが

付せん紙への記録として残った。児童Ｂは２・３時間

目の学習カードに、付せん紙への記録をいかして「く

うきをちかくでふくとよくまわる」と記述していた。

さらに、学習カードには「こまのはねのいちがちがう

とまわらない」と、ふきごまの作り方への気付きを表

現していた。これは息の当て方への気付きを自覚でき

たことが、さらに活動を振り返り考えるという行為を

生み出させたと考える。 

このように、教師の指導によって気付きを言葉で表

現できたことは、児童Ｂにとって次の活動への自信と

なった。そのことが、主体的に振り返り、言葉で表現

しようという意欲を生み出し、他の気付きを自覚する

ことにつながったといえる。さらには、二つの気付き

を自覚できたことで「もっと回るようにしたい」とい

うめあてを明確にでき、次時の活動に対しての意欲を

持つことにつながった。 
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(5)学習カードへの表現をいかした指導 (4)小仮説(c)の検証 

指導計画５時間目では、「もっと楽しく遊べるよう

にしたい」という児童の思いや願いの高まりに沿って

遊び方の工夫を行った。児童は、教師が用意した材料

から発想したり友達と相談したりしたことで、15種類

の遊び場を作り上げた。その中で、「○○ちゃんの遊

び場は楽しそうだ」「あそこで遊びたい」といった児

童のつぶやきが多く聞かれた。そこで、友達が作った

遊び場で遊ぶという指導計画６時間目の学習活動につ

なげることを意図して、授業の終末で、次時の活動に

ついて児童に考えさせた。すると、友達が作った遊び

場で遊びたいという考えと、遊びたくないという考え

に分かれてしまった。 

気付きを質的に高めていく手立てとして、児童の発

言やしぐさを丁寧に見取り、学習環境にいかすことを

考えた。なぜなら、そうすることで、児童の気付きが

次の学習活動につながったり、学習への意欲が高まっ

たりすることが期待できると考えたからである。この

ような教師の手立てが、児童の多様性をいかすことと

なり、気付きを質的に高めていく基盤となった。 

ずぼんぼは、第９ 

図に示したように、 

段ボールをついたて 

のようにして床に貼 

り付け、そこに置い 

てうちわであおぎ、 

浮かせて遊ぶ。児童 

遊びたくないという児童に理由を聞いたところ、自

分のおもちゃや遊び場が壊されることを心配している

ことが分かった。教師は、壊されるという児童の表現

の裏には、自分のおもちゃや遊び場を大切にしたいと

いう思いがあるととらえた。 

Ｃは指導計画２・３

時間目に自分で作っ

たずぼんぼで繰り返し遊び、ずぼんぼをついたての上

にのせるということに興味を持ち始めた。教師は、こ

の状況を観察し、ついたての上にのるという現象が、

ずぼんぼの遊びにつながる可能性があるととらえた。

そこで、ずぼんぼをついたての上にのりやすくするた

めに、段ボール上部の折れ曲がった部分を、水平に保

つように粘着テープで固定した。 

第９図 ずぼんぼの学習環境

学習カードに書いた内容を見ると、夢中になって遊

び場を工夫したことやそこでの気付きが表現されてい

た。これらの表現活動における児童の様子から、児童

一人ひとりが遊び場について説明することは十分に可

能であるととらえた。 

そこで、児童がお互いの思いを共有することで、自

分のおもちゃや遊び場への思いが明らかになったり、

友達に教えたいという思いを引き出したりできると考

え、指導計画６時間目の導入部分に、話し合いの時間

を設定した。以下の授業記録は、その時の様子である。 

指導計画４時間目も児童Ｃは、ずぼんぼをついたて

の上にのせるために、上下や左右などあおぎ方を試し

たり、ずぼんぼの基本形に貼り付ける紙の大きさを変

えたりしていた。繰り返すうちに、何回かついたての

上にのって、喜んでいる姿が見られた。 （Ｔ：教師、Ｃ：児童） 

Ｔ  壊されることをとっても心配してるんだけど、壊

されないようにする方法ってあるの。 

４時間目の児童Ｃの学習カードには「たかくとんで

ちゃくりくするときに、うさぎの耳が、ひらひらして

パラシュウトみたいにちゃくりくした」と書いてあっ

た。これは、教師が学習環境を整えたことにより、ず

ぼんぼが浮く現象を真横から見つめることができるよ

うになり、引き出された表現であると考える。さらに

は、指導計画５時間目において、ついたての上からず

ぼんぼをとばし、積み上げられた牛乳パックを倒すと

いう遊び方を考え出した（第10図）。 

C1  直してもらう。 

  C2  でもさ。嫌だ。直せなかったらどうするの。 

C3  だったら自分で直せばいいじゃん。 

C4  人のものだから大切にしなくちゃだめ。 

C5  壊されたくなかったら、壊されないように、遊び 

方を説明して。 

Ｔ  もう一度言ってください。 

C5  壊さないように、遊び方をちゃんと教えてから、 このように、児童の気付きを次の活動にいかせるよ

うに学習環境を整えたことで、児童が思いや願いを実

現していく学習活動を十分に行うことを保障できるこ

とが分かった。児童が思いや願いを実現する活動がで

きたことで、気付きを質的に高め、表現活動も充実し

ていったととらえることができる。 

遊ぶ。 

教師が壊されないようにする方法について尋ねたこ

とで、自分のおもちゃは大切であるという壊されたく

ない理由が明らかになった。さらには、壊されないよ

うにするために、遊び方の説明をするという考えを引

き出した。これらのことが、友達が作った遊び場で遊

ぶことに、児童の意識を向けるきっかけとなった。 

 

 

 

 

 

このように、教師が児童の多様な表現を大切にし、

次の学習活動にいかしていけば、児童の表現活動を充

実させ、主体的な活動を継続させていくことが分かっ

た。 第 10 図 児童Ｃの５時間目の学習カード 
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 (2)今後の課題 話し合い後、お互いの遊び場で遊んだ。遊び場の説

明の仕方については、特に、練習の時間を設けなかっ

た。しかし、児童一人ひとりが遊び場の説明を丁寧に

行うことができた。これは、前時の学習カードに遊び

方や遊び場がしっかりと表現できていたため、気付き

が児童の中に残っていたのだといえる。そして、次の

ような学習カードの表現につながった。 

 検証授業で児童がめあてを明確にして試行錯誤をし

てきたことや、活動や体験したことを繰り返し表現し

考えてきたことが、その後の学習へとつながっていっ

た。生活科の学習活動は、連続し発展していくことが

大切にされている。そのためには、他単元とのつなが

りを意識した単元計画を作成する必要がある。 
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・さいしょは、みんなのおもちゃであそびたくな

いと言っていたけど、みんなであそんでたのし

かったです。 
・せつめいがじょうずにできた。 
・いっぱいくふうすればもっとおもしろくなるか

らすきです。 
・これからもおもちゃをだいじにしたい。 

 また、児童が表現したことをその後の学習活動にい

かしていけるような学習カードの開発や直接働きかけ

る学習活動と表現活動との時間的バランスを考え、活

動や体験を振り返り、学習カードに書く時間を十分に

確保できるようにする必要もある。                  

 

おわりに 

                     

生活科の学習では、児童が生き生きと活発に活動す

る。それは、一見ただ楽しく遊んでいるだけにとらえ

られがちである。しかし、そこには児童の多様な気付

きが存在している。教師は、遊んでいる児童の中から、

児童がどのように学んでいるのかを見取っていく資質

を高めていく必要がある。児童の多様な気付きを引き

出すような実践をこれからも重ねていきたい。 

５ 研究のまとめ 

(1)研究の成果 

第11図に示したように研究を通して、児童の気付き

をつなげる表現活動を充実させるためには、やはり教

師の役割が重要であることが分かった。 

単元計画を作成するにあたっては、ねらいを意識し

て教材研究を行った。そうすることで、児童にどのよ

うな学習対象とかかわらせるべきかを明らかにするこ

とができた。さらには、児童に強い思いや願いを持た

せるためには、対象との出会わせ方が重要であると分

かった。 
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